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水
野
彭
雄

は
じ
め
に

　
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
は
今
年
、
開
設
十
五
周

年
で
あ
る
。
私
か
所
属
す
る
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
・
横
浜
も
こ
の
春
、
十
周
年
に
な
る
。
も
っ
と
く

わ
し
く
は
、
一
九
七
四
年
四
月
、
東
京
・
新
宿
の
超
高

層
ビ
ル
の
一
つ
住
友
ビ
ル
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
ス
タ
ー

ト
し
た
。
そ
の
後
七
九
年
に
横
浜
朝
日
会
館
に
、
さ
ら

に
八
一
年
四
月
か
ら
横
浜
駅
東
口
の
横
浜
ル
ミ
ネ
に
進

出
し
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
横
浜
と
な
っ
た
。

八
七
年
四
月
か
ら
は
藤
沢
駅
北
口
の
藤
沢
ル
ミ
ネ
に
も

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
湘
南
が
開
設
さ
れ
た
。

　
教
室
・
講
座
の
規
模
は
、
東
京
が
三
十
教
室
、
五
百

五
十
科
目
、
横
浜
が
二
十
教
室
、
四
百
科
目
、
湘
南
が

七
教
室
、
百
五
十
科
目
、
八
九
年
二
月
現
在
、
こ
の
三

セ
ン
タ
ー
で
六
万
五
千
人
の
会
員
数
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
札
幌
、
立
川
、
名
古
屋
、
大
阪
、
京
都
、
神
戸
、

芦
屋
、
岡
山
、
北
九
州
な
ど
全
国
十
三
ヵ
所
に
あ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
い
る
。

　
歴
史
的
に
も
規
模
の
う
え
か
ら
も
生
涯
学
習
時
代
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
は
、

ポ
ー
ル
・
ラ
ン
グ
ラ
ン
が
ユ
ネ
ス
コ
で
提
唱
し
た
生
涯

教
育
の
理
念
を
民
間
事
業
で
推
進
し
よ
う
と
、
朝
日
新

聞
の
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
。
私

事
に
な
る
が
、
当
時
学
芸
部
記
者
で
、
先
輩
が
開
設
準

備
室
入
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
講
座
や
講
師
に
関
し

て
ア
イ
デ
ア
を
求
め
ら
れ
た
り
し
た
。
七
八
年
、
大
阪

に
も
開
設
さ
れ
た
さ
い
、
た
ま
た
ま
大
阪
在
勤
中
で
あ

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
講
座
編
成
に
つ
い
て

三
ｌ
問
題
の
先
取
り

四
ｌ
手
づ
く
り
の
学
習
環
境

り
、
こ
こ
で
も
講
座
企
画
な
ど
少
し
ば
か
り
コ
ミ
ッ
ト

し
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
の
だ
が
、
後
年
、
真
っ
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に

な
ろ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
い
ま
―
。
い
わ
く
多
様
化
、
情
報
化
、
高

齢
化
、
国
際
化
、
技
術
革
新
の
、
そ
ん
な
今
日
の
時
代

の
要
請
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
生
涯
学
習
を
ど
う
実

現
し
て
い
く
か
。
目
下
、
悪
戦
苦
闘
中
と
い
う
次
第
で

あ
る
。

講
座
編
成
に
つ
い
て

　
時
代
の
要
請
、
社
会
の
要
請
と
い
っ
た
が
、
そ
の
対

応
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
講
座
を
編
成
し
、
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展
開
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
よ
う
。
い
ろ
ん
な
考

え
方
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
私
た
ち
は
、
次
の
諸
点
を

講
座
編
成
の
基
本
的
な
柱
と
し
て
い
る
。

　
①
真
理
の
探
求

　
②
日
本
の
伝
統
文
化
の
尊
重

　
③
現
代
社
会
へ
の
積
極
的
対
応

　
④
語
学
力
の
向
上
と
国
際
的
視
野
の
拡
大

　
⑤
創
作
・
創
造
活
動
へ
の
参
加

　
⑥
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
の
健
康
増
進

　
ま
た
全
講
座
を
大
要
次
の
よ
う
な
コ
ー
ス
に
分
け
て

い
る
。

　
人
間
を
考
え
る
コ
ー
ス

　
心
と
か
ら
だ
の
コ
ー
ス

　
日
本
を
考
え
る
コ
ー
ス

　
外
国
を
知
る
コ
ー
ス

　
文
学
コ
ー
ス

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

　
暮
ら
し
の
コ
ー
ス

　
自
然
科
学
コ
ー
ス

　
社
会
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス

　
法
律
・
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

　
棋
道
コ
ー
ス

　
語
学
コ
ー
ス

　
美
術
コ
ー
ス

　
書
道
コ
ー
ス

　
手
芸
・
工
芸
・
服
飾
コ
ー
ス

　
生
け
花
・
茶
道
・
香
道
コ
ー
ス

　
音
楽
・
演
劇
・
舞
踊
コ
ー
ス

　
健
康
コ
ー
ス

　
人
間
を
考
え
る
コ
ー
ス
と
は
哲
学
、
思
想
、
宗
教
な

ど
で
、
横
浜
の
四
月
講
座
で
い
う
と
、
「
現
代
思
想
の

系
譜
」
「
プ
ラ
ト
ン
を
読
む
」
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
を

学
ぶ
」
「
仏
教
を
現
代
に
問
う
」
「
現
代
キ
リ
ス
ト
教
問

答
」
ほ
か
。
心
と
か
ら
だ
の
コ
ー
ス
は
、
「
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
」
「
ユ
ン
グ
か
ら
み
た
禅
」
な
ど
の
心
理
学
関
係
、

　
「
自
律
訓
練
法
」
と
い
っ
た
も
の
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

　
「
議
会
百
年
史
」
「
歴
史
の
中
の
天
皇
」
「
大
和
の
古
墳

を
考
え
る
」
「
日
本
書
紀
を
読
む
≒
古
文
書
に
親
し
む
」

　
「
昭
和
現
代
史
を
見
直
す
」
と
い
っ
た
歴
史
関
連
が
日

本
を
考
え
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
は
「
朗
読
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
」
「
マ
ス
コ
ミ
文

章
の
書
き
方
」
「
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
も
こ
の
コ
ー

ス
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
文
学
コ
ー
ス
は
、
俳
句
、
短

歌
、
詩
、
小
説
、
シ
ナ
リ
オ
、
童
話
な
ど
の
実
作
か
ら

源
氏
、
平
家
、
万
葉
ほ
か
の
古
典
か
ら
近
現
代
文
学
ま

で
盛
り
沢
山
だ
。
漢
詩
、
漢
文
の
講
座
も
あ
る
。

　
語
学
は
英
、
仏
、
独
、
伊
、
露
語
を
は
じ
め
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
タ
イ
語

な
ど
各
国
語
に
及
び
、
美
術
コ
ー
ス
も
油
絵
、
日
本
画

は
も
ち
ろ
ん
、
水
彩
、
水
墨
、
テ
ン
ペ
ラ
、
木
版
、
銅

版
画
、
リ
ト
グ
ラ
フ
、
能
面
、
仏
像
彫
刻
ほ
か
各
ジ
ャ

ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。
手
芸
・
工
芸
・
服
飾
コ
ー
ス

も
五
十
科
目
に
の
ぼ
る
。

　
こ
こ
で
は
ほ
ん
の
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
に
講
座
は
多
岐
に
わ
た
り
、
か
つ
総
合

的
な
編
成
で
、
多
様
化
が
す
す
む
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
る
わ
け
だ
。
特
に
、
哲
学
、
心
理
学
、
歴
史
、

法
律
、
経
済
、
思
想
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
教
養
講
座
が
量

的
に
も
質
的
に
も
高
水
準
を
保
っ
て
常
設
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
赴
任
後
初
め
て
の
編
成
期
を
終
え
、
で
き
あ
が
っ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
講
座
群
、
講
師
陣
に

圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
し
た
こ
と
が
思
い
返
さ
れ
て
く

る
。

　
講
座
編
成
は
、
年
四
回
行
わ
れ
る
。
四
―
六
月
、
七

―
九
月
、
十
―
十
二
月
、
一
―
三
月
の
サ
イ
ク
ル
で
あ

る
。
継
続
し
て
い
く
常
設
講
座
の
ほ
か
に
毎
期
、
新
た

に
登
場
さ
せ
る
講
座
は
、
全
部
門
に
お
よ
ぶ
が
、
と
り

わ
け
教
養
部
門
に
多
い
。
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
講
座
、

こ
の
期
の
み
の
新
講
座
、
一
回
な
い
し
数
回
の
短
期
特

別
講
座
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
講
座
は
、
い
っ
て

み
れ
ば
そ
の
期
の
「
顔
」
と
も
な
り
得
る
だ
け
に
ス
タ
ッ

フ
の
力
の
入
れ
方
、
苦
心
も
ひ
と
通
り
で
は
な
い
。
企

画
に
は
じ
ま
っ
て
講
師
の
交
渉
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
た
め
の
原
稿
づ
く
り
、
そ
し
て
開
講
準
備

の
い
ろ
い
ろ
。
平
常
の
講
座
運
営
と
並
行
し
て
行
う
の

で
あ
る
。

　
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
受
講
で
き
る
。
単
位
の
取
得
な

44調査季報101－89.3



特集・市民と生涯学習③実感的生涯学習論

ど
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
開
か
れ
た
、
柔
軟
な
講

座
展
開
が
民
間
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
特
色
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
講
座
企
画
、
講
座
づ
く
り
の
妙
味
も
あ

る
の
だ
が
。
逆
に
そ
れ
は
む
ず
か
し
さ
で
も
あ
ろ
う
。

ア
イ
デ
ア
の
勝
負
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
た
と

え
ば
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
各
分
野
の
複
数
講
師
に
よ
っ

て
構
成
す
る
講
座
、
学
際
的
な
講
師
陣
と
い
う
点
で
も

他
に
な
い
魅
力
な
の
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
諸
先
生
の

日
程
調
整
一
つ
と
っ
て
も
並
大
抵
で
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
、
苦
心
の
講
座
に
受
講
者

が
ど
う
反
応
す
る
か
。
こ
れ
が
大
問
題
で
あ
る
。

三
―
問
題
の
先
取
り

　
受
講
者
の
反
応
と
い
っ
た
が
、
講
座
の
実
例
を
紹
介

し
よ
う
。
そ
れ
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
講
座
が
社
会
の

変
化
、
学
習
ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
語
る
こ
と

に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
部
門
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の

相
違
は
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
教
養
部
門
に
つ
い
て
述

べ
る
。

　
　
「
死
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
座
が
あ
っ
た
。
八
五
年

四
月
の
東
京
の
講
座
で
あ
る
。
①
死
を
い
か
に
迎
え
る

か
　
門
脇
佳
吉
・
上
智
大
教
授
②
死
と
の
交
わ
り
か
た

山
折
哲
雄
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
③
死
を
前
に

し
た
人
々
と
と
も
に
　
原
義
雄
・
聖
隷
ホ
ス
ピ
ス
所
長

④
自
分
自
身
の
死
を
ま
っ
と
う
す
る
　
ア
ル
フ
ォ
ン

ス
・
デ
ー
ケ
ン
・
上
智
大
教
授
⑤
生
と
死
の
あ
い
だ

早
良
康
明
・
駒
沢
大
教
授
⑥
老
い
と
死
の
受
容
　
井
上

祥
治
・
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
⑦
禅
と
死
　
鈴
木
格
禅
・
駒

沢
大
教
授
⑧
死
に
つ
い
て
　
押
田
成
人
・
哲
学
者
と

い
っ
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
あ
る
。

　
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
死
の
問
題
を
ず
ば
り
、
講
座

と
し
て
登
場
さ
せ
る
の
は
、
宗
教
系
の
大
学
な
ど
で
は

あ
っ
た
ろ
う
が
、
一
般
に
は
こ
の
時
点
で
は
恐
ら
く
珍

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
が
、
こ
の
講
座
は
予
想
を

超
え
た
反
響
を
呼
び
、
つ
づ
い
て
次
に
は
「
死
の
準
備

教
育
」
と
い
う
講
座
を
生
み
、
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
の

だ
っ
た
。
講
座
カ
セ
ッ
ト
も
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
着

実
な
売
れ
行
き
を
み
せ
た
。
横
浜
で
も
八
七
年
四
月
の

講
座
で
「
死
を
考
え
る
」
を
組
み
、
作
家
加
賀
乙
彦
氏
、

上
智
大
教
授
霜
山
徳
爾
氏
ほ
か
の
講
師
陣
で
、
多
く
の

受
講
者
を
あ
つ
め
た
。

　
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
。
月
刊
誌
「
新
潮
4
5
」
で

　
「
死
ぬ
た
め
の
生
き
方
」
な
ど
、
毎
号
の
よ
う
に
、
死

に
関
す
る
特
集
が
組
ま
れ
、
そ
の
他
の
雑
誌
で
も
い
ま

や
、
欠
か
せ
ぬ
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
死
の
問
題
を

扱
っ
た
単
行
本
、
図
書
も
数
多
く
出
て
お
り
、
叢
書
「
死

の
文
化
」
全
十
五
巻
の
刊
行
も
始
ま
っ
た
。

　
高
齢
化
社
会
に
か
か
わ
る
老
い
と
死
、
脳
死
か
心
臓

死
か
医
の
倫
理
問
題
と
い
っ
た
「
死
」
に
つ
い
て
の
関

心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
い
ち
早
く
反

応
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
講
座
に
の
せ
た
あ
た
り
、

問
題
の
先
取
り
、
先
見
性
と
い
う
点
で
高
く
評
価
し
て

い
い
講
座
づ
く
り
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
　
「
現
役
人
間
時
代
に
生
き
る
女
た
ち
」
。
こ
の
講
座

は
横
浜
で
昨
年
十
月
、
六
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
好
評

を
得
た
。
①
な
ぜ
い
ま
現
役
人
間
時
代
な
の
か
　
吉
武

輝
子
・
評
論
家
②
女
の
一
人
暮
ら
し
　
吉
沢
久
子
・
評

論
家
③
ひ
と
す
じ
に
生
き
る
　
紀
奈
瀬
衣
織
・
女
優
④

歌
わ
な
い
日
は
な
か
っ
た
　
淡
谷
の
り
子
⑤
有
夫
恋

時
実
新
子
・
川
柳
作
家
⑥
こ
ん
な
ふ
う
に
死
に
た
い

佐
藤
愛
子
・
作
家
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
次
の
世
代
の
出
番
を
奪
う
こ
と
な
く
、
充
実
し
た
老

年
期
を
生
き
る
に
は
、
と
い
う
テ
ー
マ
。
「
現
役
」
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
の
老
年
期
の
方
々
に
、

そ
の
生
き
方
を
語
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
、

四
月
に
も
評
論
家
秋
山
ち
え
子
、
随
筆
家
十
返
千
鶴
子
、

女
優
原
泉
ほ
か
で
開
講
さ
れ
、
好
評
を
は
く
し
た
の

だ
っ
た
。

　
と
か
く
暗
く
な
り
勝
ち
な
老
人
問
題
を
人
生
の
新
し

い
旅
立
ち
と
い
う
明
る
い
視
点
で
切
り
込
ん
だ
と
り
あ

げ
方
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
十
歳
代
の

女
性
が
多
か
っ
た
の
も
こ
の
問
題
の
所
在
を
物
語
っ
て

い
た
。
特
別
に
目
新
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
り
あ

げ
方
、
切
り
こ
み
よ
う
次
第
で
、
新
鮮
な
講
座
に
な
る

と
い
う
好
例
と
し
て
挙
げ
た
。

　
　
「
わ
た
し
の
風
姿
花
伝
」
が
横
浜
で
こ
の
一
月
か
ら

開
講
中
。
隔
週
九
回
講
座
で
五
月
ま
で
っ
づ
く
。
能
の
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研
究
で
知
ら
れ
る
増
田
正
造
・
武
蔵
野
女
子
大
教
授
、

西
野
春
雄
・
法
政
大
教
授
を
前
後
に
、
観
世
栄
夫
、
友

枝
昭
世
、
浅
見
眞
州
、
金
春
信
高
、
観
世
銕
之
丞
、
山

本
順
之
、
本
田
光
洋
各
氏
ら
、
現
代
の
能
楽
界
を
代
表

す
る
方
々
を
招
い
て
、
世
阿
弥
を
語
り
、
能
の
真
髄
を

語
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
講
座
で
あ
る
。
能
に
関
す

る
講
座
は
こ
の
と
こ
ろ
人
気
講
座
の
部
類
に
入
る
が
、

な
か
で
、
こ
ん
ど
の
場
合
は
出
色
。
テ
ー
マ
の
着
想
も

い
い
が
、
実
演
者
が
こ
れ
だ
け
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
ユ

ニ
ー
ク
。
ア
イ
デ
ア
が
実
っ
て
コ
ク
の
あ
る
講
座
に

な
っ
た
一
例
と
い
え
よ
う
。
さ
き
に
ふ
れ
た
複
数
講
師

の
日
程
調
整
の
む
ず
か
し
さ
と
い
う
点
で
も
、
こ
れ
な

ど
、
そ
の
極
み
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
の
先
取
り
、
視
点
の
新
し
さ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
着

想
ｌ
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
ど
れ
も
が
今
日
の
講
座

づ
く
り
に
必
要
な
要
素
な
の
で
あ
る
。

四
―
手
づ
く
り
の
学
習
環
境

　
今
日
の
講
座
と
い
え
ば
、
技
術
の
進
歩
、
知
的
関
心

の
高
度
化
の
中
で
、
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
と
い
わ
れ
る
職

業
連
関
の
学
習
が
必
要
性
を
増
し
、
そ
の
点
か
ら
も
講

座
の
高
度
化
、
専
門
化
が
進
む
だ
ろ
う
。
が
、
半
面
、

と
い
う
よ
り
や
は
り
、
自
己
実
現
と
い
う
か
、
生
き
が

い
の
た
め
の
学
習
の
側
面
も
ま
す
ま
す
要
請
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
先
年
の
私
ど
も
の
受
講
者
調
査
で
、
そ
の
受
講
理
由

と
し
て
「
講
座
内
容
が
よ
い
」
と
並
ん
で
、
「
講
師
が

魅
力
的
」
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
ま
た
学
習
の
成
果
と
し

て
「
交
遊
関
係
が
ひ
ろ
が
る
」
「
尊
敬
す
る
先
生
と
の

出
会
い
」
「
人
生
が
楽
し
く
な
っ
た
」
が
目
立
っ
て
い
た
。

　
知
的
欲
求
の
充
足
、
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
が
学
習
の
眼
目

で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
す
ば
ら
し
い

先
生
と
向
き
あ
い
、
同
好
の
仲
間
を
得
る
。
そ
れ
は
活

字
で
も
テ
レ
ビ
で
も
得
ら
れ
ぬ
よ
う
な
、
じ
か
に
ふ
れ

あ
う
あ
た
た
か
な
味
、
し
た
が
っ
て
、
血
の
通
っ
た
、

平
づ
く
り
の
学
習
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

　
　
「
正
法
眼
蔵
を
読
む
」
二
百
回
記
念
の
集
い
、
と
い

う
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
昨
年
暮
れ
の
一
日
、
横
浜
の
中
華

店
で
開
か
れ
た
。
講
座
「
正
法
眼
蔵
を
読
む
」
の
受
講

者
た
ち
が
講
師
の
古
田
紹
欽
先
生
を
囲
ん
で
同
窓
会
を

行
っ
た
も
の
で
、
卒
業
生
や
中
退
者
も
加
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
難
解
な
仏
教
書
を
学
び
つ
づ
け
た
学
習
意
欲
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
先
生
と
受
講
者
と
の
ふ
れ

あ
い
、
同
学
同
好
の
仲
間
と
の
交
流
の
楽
し
さ
を
に
じ

ま
せ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
人
間
関
係
、
交
流
と
い
う
こ
と
で
は
、
講

座
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
先
生
を
囲
み
、
あ
る
い
は
仲
間

同
士
で
食
事
や
お
茶
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
風
景
が
い

つ
も
み
ら
れ
、
ま
た
講
座
の
あ
と
、
数
時
間
に
わ
た
っ

て
論
議
を
交
わ
し
て
い
る
教
室
な
ど
も
あ
る
。

　
万
葉
旅
行
と
い
う
の
が
あ
る
。
十
年
つ
づ
い
て
い
る

小
野
寛
・
駒
沢
大
教
授
の
「
万
葉
集
の
世
界
」
「
万
葉

集
を
読
む
」
の
受
講
者
た
ち
に
よ
る
万
葉
ゆ
か
り
の
地

へ
の
旅
行
で
あ
る
。
「
大
和
路
万
葉
の
旅
」
に
は
じ
ま
り
、

筑
紫
、
山
陰
路
な
ど
。
こ
の
春
は
「
越
中
・
能
登
の
旅
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
毎
回
四
十
余
人
が
参
加
、
交

流
、
研
究
の
実
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
生
き
が
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
最
後
に
、
学
習
成
果

を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
、
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
か
ね

ば
な
る
ま
い
。
さ
き
に
あ
げ
た
「
死
」
や
「
現
役
人
間

時
代
」
な
ど
の
よ
う
な
講
座
に
よ
っ
て
考
え
を
深
め
て

い
く
こ
と
自
体
、
大
き
な
成
果
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
し
、

社
会
的
活
動
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ

う
。
コ
ー
ラ
ス
の
教
室
の
卒
業
生
た
ち
が
コ
１
ｗ
フ
ス
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
、
定
期
演
奏
会
を
行
っ
て
い
る
例
、

フ
ォ
ト
教
室
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
同
好
研
究
会
を
つ
く
っ
て

撮
影
会
、
作
品
展
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
例
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
人
た
ち
で
手
話
や
点

訳
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

も
あ
る
。

　
か
つ
て
東
京
の
「
小
説
の
作
法
と
鑑
賞
」
の
駒
田
教

室
（
駒
田
信
二
・
作
家
）
か
ら
芥
川
賞
作
家
重
兼
芳
子

さ
ん
が
誕
生
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
賞
で
は
、
横
浜
の

教
室
で
も
受
講
者
の
多
田
尋
子
さ
ん
が
最
近
二
期
に
わ

た
っ
て
有
力
候
補
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
他
の
受

賞
の
話
題
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
た
が
数
多
く
あ
る
。

　
時
代
の
要
請
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
は
、
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企
業
と
し
て
の
組
織
整
備
、
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、
講
座

編
成
・
展
開
の
体
系
化
、
そ
れ
に
公
共
の
生
涯
教
育
機

関
と
の
補
完
の
あ
り
か
た
な
ど
、
課
題
は
多
い
が
、
と

も
あ
れ
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
責
任
は
、

こ
れ
か
ら
強
ま
る
ば
か
り
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
Λ
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
浜
支
社
長
Ｖ
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